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　19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて、イギリスを思想的に支配したイギ
リス理想主義（British Idealism）の後期を代表する思想家、バーナード・
ボザンケ（Bernard Bosanquet: 1848-1923）に対しては、1899 年刊の彼の












ン（J. A. Hobson: 1858-1940）とともに「新自由主義」（New Liberalism）
の提唱者として知られている 5、レオナード・トレローニー・ホブハウス
（Leonard Trelawney Hobhouse: 1864-1929）である。ホブハウスの『形而
上学的国家理論』（The Metaphysical Theory of the State）は 6、ヘーゲル主義的、
国家主義的、全体主義的なボザンケ像の構築に決定的な影響を及ぼした研
究であり、そこで示されたボザンケ批判は、当時のイギリスの多くの政治
学者、たとえば多元的国家論者のラスキ（Harold J. Laski: 1893-1950）ら
に深い影響を与え、実際、ラスキ自身も『国家』（The State in Theory and 
Practice）のなかでボザンケの国家論に対する優れた批判については『形而
上学的国家理論』第 2 章を読むべきだと訴えている 7。そしてその後も、
ホブハウスによるボザンケ批判の主旨は、両者が死去してからも延々と受
け継がれ、近時でもイギリス理想主義の「スタンダードな批判」と指摘さ
1　本書は 1999 年刊行の『ボザンケ著作集』（The Collected Works of Bernard Bosanquet）の第 5 巻に
収録されている。The Collected Works of Bernard Bosanquet.20.vols., Edited and Introduced, by W. 
Sweet (Bristol: Thoemmes Press, 1999), Vol.V, The Philosophical Theory of the State. 以下、 State
と略記して引用。
2　John Morrow, “British Idealism, ‘German Philosophy’ and the First World War”, The Australian 
Journal of Politics and History, Vol.28, No.3, 1982, p.380.
3　従来のボザンケに対する否定的評価を大胆に覆したものとして、スイートによる研究がある。
William Sweet, Idealism and Rights: The Social Ontology of Human Rights in the Political Thought of 
Bernard Bosanquet (Lahman, New York and London: University Press of America).
4　Stefan Collini, “Sociology and Idealism in Britain 1880-1920”, Archives Européennes de 






















7　H・J・ラスキ、石上良平訳『国家 ‐ 理論と実践 ‐ 』（岩波書店、1952 年）36 頁。また、同
様の指摘は、マーティン、山田文雄訳『ハロルド・ラスキ』（社会思想研究会出版部、1955 年）
64 頁参照。
8　William Sweet, “Introduction: Rediscovering Bosanquet”, William Sweet (ed.), Bernard 
















11 ホブハウスに関する研究としては以下を参照。John A. Hobson and Morris Ginsberg, L. T. 
Hobhouse: His Life and Work (London: Routledge, 1931), Stefan Collini, Liberalism and Sociology: 
L. T, Hobhouse and Political Argument in England 1880-1914 (Cambridge: Cambridge University 
Press, 1979), James Meadowcroft (ed.), L. T. Hobouse: Liberalism and other Writings (Cambridge: 
Cambridge University Press, 1994). また、邦語でのホブハウス研究としては、社会学では深
田宏「ホッブハウス社会学における調和の理論」（日本大学人文科学研究所『研究紀要』第 21 号、



























学』第 48 巻第 2 号、2000 年）161-196 頁、同「ホブハウスによる「ヘーゲル＝ボザンケ的国
家論」批判」（『近畿大学法学』第 49 巻第 2・3 号、2002 年）315-369 頁、吉崎祥司「ホブハ
ウス『自由主義』における「社会的自由主義」の全体構想」（『北海道教育大学紀要・人文科学・






12  James Meadowcroft, Conceptualizing the State: Innovation and Dispute in British Political Thought 






























13  芝田秀幹『イギリス理想主義の政治思想－バーナード・ボザンケの政治理論』（芦書房、2006年）。 
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ターを務めた（1870-1881 年）。その後は、遺産相続を契機に、いわば「自
活の哲学者」としての道を歩み、1903 年から 1908 年にかけてセント・ア
ンドルーズ大学（the University of St. Andrews）の道徳哲学の教授であっ
た以外には、専任教員としてのキャリアはない。むしろ、ボザンケの場
合、「慈善組織協会」（the Charity Organisation Society）、「アリストテレ
ス協会」（the Aristotelian Society）、「ロンドン倫理協会」（London Ethical 
Society）など、大学外での活躍が目覚しい。また、「ロンドン倫理学・
社会哲学学校」（London School of Ethics and Social Philosophy）（1897-











女作となった『知識の理論』（The Theory of Knowledge）の内容が大学で問題視
され、これを契機にホブハウスはオックスフォードを去る。その後、『マ
ンチェスター・ガーディアン』（Manchester Guardian）紙の論説委員、「自由貿
易組合」（Free Trade Union）の書記（1903-1905 年）、『トリビューン』（Tribune）
紙の政治部長などを務め、1907 年に、イギリスで最初の社会学講座の教
沖縄法学　第40号（2011）
14  「社会学・社会経済学学校」は、その後ロンドン大学 LSE の社会科学・社会福祉行政学部
（Department of Social Science and Administration）に吸収されている。詳しくは、金子光一『ビ
アトリス・ウェッブの福祉思想』（ドメス出版，1997 年）116-123 頁、保坂哲哉「イギリスのソー
シャル・ポリシー論」、『社会政策叢書』編集委員会編『戦後社会政策の軌跡・社会政策叢書第
14 集』（啓文堂、1990 年）27-28 頁参照。
15 詳細は、芝田、前掲書、2006 年、第 1 章参照。
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授としてロンドン大学に招聘される。1925 年にはイギリス・アカデミー
会員に就任するが、その 4 年後、1929 年にフランスで死去している 16。
なお、ホブハウスは、前述のように『形而上学的国家理論』で初めて本格
的にボザンケ批判を展開したが、それ以前から、たとえば処女作『知識の

















16 詳細は、Meadowcroft, op.cit., 1995, pp.135-136, ホブハウス、吉崎完訳、前掲書、2010 年、
189-191 頁、石井、前掲論文、2000 年、164-167 頁参照。
17  L. T. Hobhouse, The Theory of Knowledge (London: Methuen, 1896), p.539. このなかで、ホブハ
ウスでボザンケの思想の「本質的な誤謬」を実在論（realism）の立場から批判している。




19  Meadowcroft, op.cit., 1995, p.135.
20  Peter P. Nicholson, The Political Philosophy of the British Idealists (Cambridge: Cambridge 
University Press, 1990), p.198.






























22 John Morrow, “British Idealism, ‘German Philosophy’ and the First World War”, The 
Australian Journal of Politics and History, Vol.28, No.31, 1982, p.386.






























26  L. T. Hobhouse, Liberalism (London: Williams and Norgate, 1911), p.134. 以下、Liberalism と略
記。
27 L. T. Hobhouse, Social Evolution and Political Theory (New York: Columbia University Press, 




























29  Hobhouse, State, p.27.
30  Ibid., p.29.
31  Hobhouse, Liberalism, p.127.
32  Ibid., p.127.
33  Hobhouse, Evolution, p.85.



























35  Ibid., p.30.
36  Ibid., pp.75-76.
37  Hobhouse, Evolution, p.186.
38  Hobhouse, Liberalism, p.133.
39  Hobhouse, Democracy, p.207.

























神」（der absoluter Geist）、ルソーの「一般意志」（volonté générale）、ボ
ザンケの「一般意志」（general will））と一致し、かつ他者の意志とも調
沖縄法学　第40号（2011）
41  Hobhouse, Movement, pp.87-88.
42  Hobhouse, Liberalism, pp.158-159.
43  Ibid., p.159.
44  Ibid., p.134.




























46  Hobhouse, State, p.46.
47  Ibid., p.59.
48  Ibid., p.61.
49  Ibid., p.133.





























51  Hobhouse, Evolution, p.93.



























































55  Ibid., p.121.
56  Ibid., pp.122-123.





























58  Ibid., p.123.
59  Hobhouse, Evolution, p.92,93.


























61  Ibid., pp.125-126.
62  Hobhouse, Evolution, p.87.
63  Ibid., p.93.
64  Ibid., p.86.
65  L. T. Hobhouse, Morals in Evolution: a Study in Comparative Ethics (London: Chapman and Hall, 
1906), p.66. 以下、Morals と略記。
66  Ibid., p.68.


























68  Hobhouse Liberalism, pp.134-135
69  Hobhouse, Evolution, p.148.
70  Ibid., p.166.
71  Ibid., p.143.
72  Ibid., p.144.
73  Ibid., p.107.
74  Hobhouse, Democracy, p.125.





























76  Ibid., pp.34-35.
77 Hobhouse, Morals, p.63.






























































84 Hobhouse, Morals, p.62.



























86 Hobhouse, Liberalism, pp.158-159.
87 Ibid., p.173.
88 Hobhouse, Elements, p.82.
89 Ibid., p.74.







の水準が「充分な市民的効率性（a full civic efficiency）」を発揮するもので



















92 Hobhouse, Labour Movement, p.35.
93 Ibid., p.28, p.152.
94 Hobhouse, Liberalism, p.158.



























































































申している。Reports of the Royal Commission on the Poor Laws and Relief of Distress, Cd.4499, 1909, 
Majority Report, Reports of the Royal Commission on the Poor Laws and Relief of Distress, Cd.4499, 
1909, Separate Report. また、大沢真理『イギリス社会政策史』（東京大学出版会，1986 年）参照。
106 Edward R. Pease, History of the Fabian Society (London: A. C. Fifield, 1916), p.215, Beatrice 































107 Hobhouse, Evolution, p.182.
108 Ibid., pp.89-90.
109 Hobhouse, Liberalism, p.40.
























111 L. T. Hobhouse, Democracy and Reaction, 2nd ed. (London:, T. F. Unwin, 1909), p.6.
112 ただし、ホブハウスは自らが命名した「自由主義的社会主義」（Liberal Socialism）を唯一の
正しい社会主義と理解している。Hobhouse, Liberalism, p.173. しかし、これは厳密には「社会
主義」ではなく、経済的自由主義に立脚した「新自由主義」の延長線上に位置づけられるもの
である。
113 G・D・H・コール、林健太郎他訳『イギリス労働運動史Ⅲ』（岩波書店、1957 年）第 3 章、
高島進『イギリス社会福祉発達史論』（ミネルヴァ書房，1979 年）154 頁。




























































































122 Meadowcroft, op.cit., 1995, p.153.
123 Bosanquet, State, p.140.
124 The Collected Works of Bernard Bosanquet.20.vols., Edited and Introduced, by W. Sweet (Bristol: 
Thoemmes Press, 1999), Vol. VI, The Principle of Individuality, p.311n. 以下、Individuality と略記
して引用。また、The Collected Works of Bernard Bosanquet.20.vols., Edited and Introduced, by W 





























125 Bosanquet, Individualiy, p.311n.
126 Bosanquet, Essays, p.261.
127 詳しくは、芝田、前掲書、2006 年、第 6 章、第 7 章参照。




























































134 The Collected Works of Bernard Bosanquet.20.vols., Edited and Introduced, by W. Sweet (Bristol: 
Thoemmes Press, 1999), Vol. XIX, Science and Philosophy and other essays, p.257. 
135 Ibid., pp.261-262.









































142。当時のイギリスは、すでに 1884 年に第 3 回選挙法改正を終え、成年




















































































































152 Ibid., p.139, p.199.

































































160 Meadowcroft, op.cit., 1995, p.158.





























163 Bosanquet, State, p.215.
164 The Collected Works of Bernard Bosanquet.20.vols., Edited and Introduced, by W. Sweet （Bristol: 


































169 Bosanquet, State, p.27.





























171 The Collected Works of Bernard Bosanquet.20.vols., Edited and Introduced, by W. Sweet (Bristol: 
Thoemmes Press, 1999), Vol. XIII, The Civilization of Christendom and other Studies, p.357.
172 Ibid., p.311.
173 Bosanquet, Aspects, p.127.



























によって導かれた」ものと指摘している。Beatrice Webb, Our Partnership (London: Longmans, 
Green and Co.,1948), p.432. 同 様 の 指 摘 は 以 下 を 参 照。Charles Loch Mowat, The Charity 
Organisation Society (London: Methuen and Co Ltd, 1961), pp.160-161, p.164, E. P. Bosanquet 
to Helen Bosanquet, 19 Feb.1909, Bosanquet Papers, quoted by A. M. McBriar, An Edwardian 
Mixed Doubles: the Bosanquets versus the Webbs-A Study in Britain Social Policy 1890-1929 (Oxford: 
Clarendon Press, 1987)1987, p.285.



































義者として、ショー（Bernard Shaw: 1856-1950）とウォーラス（Graham Wallas: 1858-1932）
を挙げている。Ibid., p.92, p.105.

































































































184K. R. Hoover, “Liberalism and the Idealist Philosophy of Thomas Hill Green”, Western Political 
Quarterly, Vo.26, 1973, p.550.
185Meadowcroft , op.cit., 1995, p.163.
186グリーンは国家活動を人格の成長にとっての「障害の除去」（the removal of obstacles）と
位 置 づ け て い る。Thomas Hill Green, Lectures on the Principles of Political Obligation （London: 





























187 Cf., Ibid., pp.163-164.
188たとえば、ボザンケとホブハウスは、LSE ロンドン大学で 1904 年 6 月 20 日に開かれた
「社会学協会」（the Sociological Society）で同席しているが、そこで活発な議論がなされた
様 子 は な い。Andrew Vincent. “Social Holism and Communal Individualism: Bosanquet and 




























189 David Boucher, “David Ritchie”, David Boucher and Andrew Vincent, British Idealism and 






















190 Bosanquet, Essays, p.227.
191 Meadowcroft , op.cit., 1995, p.166.
192Sweet, op.,cit., 1995. ただし、いち早くこの点を指摘した優れた研究もある。Hiralal Haldar, 
Neo-Hegelianism（London: Heath Cranton, 1927）, p.v.
